
編　集　後　記

　2020年は東京オリンピックを開催し，世界のアスリートが集まり，能力の限界に挑戦する
躍動の年になるはずでした。しかし，昨年の 1月から世界に感染拡大した新型コロナウイルス
（COVID-19）は，パンデミックとなり，どの大陸においても首都はロックダウンをしました。
日本でも緊急事態宣言が出され，学校もオンライン講義となりました。感染予防のため，3密（換
気の悪い密室空間，多数が集まる密集場所，間近で話をする密接場面）を避けるための生活行
動が求められています。新型コロナウイルスの感染拡大がもたらす影響は，個人個人の感染の
リスクの問題から，医療問題や経済問題，さらには国際問題まで多岐にわたり非常に複雑かつ
深刻になってきました。新しい価値が求められています。
　このような状況の中で，大阪医科大学看護研究雑誌第 11巻が発刊されました。原著１本，研
究報告 2本，資料 11本と多くの論文を掲載することができました。大変な状況下において，研
究成果を投稿してくださった著者の方々や査読していただいた先生方には，心から感謝申し上
げます。
　最後に，本学は，2021年４月から大学統合により大阪医科薬科大学となります。雑誌の名称
も変更となりますが，今後も看護研究の知見を投稿していただけると幸いです。
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